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	③ 社会医学グループ
	研究8-1．公的統計資料を用いた新型コロナウイルス感染症の周産期への健康影響
	A. 研究目的
	2019年12月より新型コロナウイルス感染症の世界的流行が始まった。我が国においてもこれまでに8回の流行期を経験し、感染拡大防止対策として、緊急事態宣言の発出などが行われた。結果として、生活活動の制限が生じたばかりでなく、勤務の形態や時間の変更による収入減や景気停滞による企業業績の低迷も生じている。結果として、結婚や妊娠を敬遠する可能性がある。また、新型コロナウイルス感染症流行期の医療ひっ迫により十分な医療提供体制が確保されないことにより、適切な妊娠管理や出産が行えないことで死産や早期新生児死亡の...
	そこで、実態把握のため、人口動態統計情報を用いて、出生数、周産期死亡率の推移について、明らかにすることを目的とした。

	B．研究方法
	人口動態調査より2015年1月～2021年12月における月別の出生数、周産期死亡数（妊娠満22週以後の死産数、生後1週間以内の死亡数）を収集した。さらに、出生数は出生場所別に収集した。周産期死亡数は、都道府県別に収集した。
	出生数は、2015年1月～2019年12月の月別出生数を用いて、ポアソン回帰モデルにより2015年1月～2021年12月までの予測出生数（95%信頼区間）を算出した。周産期死亡率（妊娠満22週以後の死産率、早期申請時死亡率）は、2015年1月～2019年12月の月別の出生数と周産期死亡数を用いて、負の二項回帰モデルにより2015年1月～2021年12月までの予測周産期死亡率（95%信頼区間）を算出した。予測モデルは、暦年、出生月（ダミー変数）とした。
	本研究は、公表資料のみを用いた研究であり、人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の対象外である。また、集計値のみを用いているため、個人が特定されることはまずない。
	C．研究結果
	１．出生数の推移
	出生数は年率約3%の減少傾向にあり、7・8月が最大、2月が最小となるような逆U字に推移している。新型コロナウイルス感染症の流行が始まった2020年以降についても概ね同様に推移しているが、2020年11月～2021年2月において実測値が予測値を大きく下回っていた。一方、2021年7～9月は実測値が予測値を少し上回っていた（図１-１）。出生場所別では、2020年4月以降において、病院での出生数は実測値が予測値を下回る状態が続いている（図１-２）。一方、診療所での出生数は実測値が予測値を上回る状態が続い...
	２．周産期死亡率の推移
	妊娠満22週以後の死産率は、2019年までは年率3～4%の減少傾向にあった（図１-３）。新型コロナウイルス感染症の流行が始まった2020年も実測値は概ね95％信頼区間の範囲に留まっていたが、2021年では実測値が予測値を上回り、横ばいに推移した。早期新生児死亡率は、新型コロナウイルス感染症の流行前後に大きな変化は認められず、概ね横ばいで推移している（図１-４）。
	D．考察
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	なし
	③ 社会医学グループ
	研究8-2．公的統計資料を用いた新型コロナウイルス感染症の小児への健康影響
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	本研究では、2006年から2021年までの調査データを使用し、2006年に5歳（2001年生まれ）の世代を最年長世代、2021年に5歳（2016年生まれ）を最年少世代とし、調査時年齢における肥満傾向割合と痩身傾向割合の全国平均推移が世代別に比較可能となるようデータセットを作成した。
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	コロナ禍が始まった2020年において、男性の5～17歳、女性の14歳以下で年齢別肥満傾向児割合の増加が確認された。中でも2020年に小学校低学年に該当する世代でその傾向が顕著であった。2020年調査は秋に実施されており、調査時期の違いによる影響を否定できないが、2019年以前と調査時期の変わらない2021年にも差は認められており、影響が残存している可能性が伺える。コロナ禍では外出制限や友人と遊ぶ機会の減少を余儀なくされ、遊び方、遊び時間の変化による身体活動量が減少したと考えられる。国立成育医療研究...
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	コロナ禍が始まった2020年において、男性の12歳以上、女性の14歳以上で年齢別痩身傾向児割合の増加が確認された。肥満傾向児割合と同様に、調査時期の違いによる影響を否定できないが、2021年にも差は認められた。肥満傾向児割合の増加が低年齢で目立つ結果であったのと反対に、痩身傾向児割合の増加は思春期以降で目立つ結果であった。国立成育医療研究センターが実施したコロナ禍の子どもの心の実態調査（子どもの心の診療ネットワーク事業拠点病院・オブザーバー協力機関24医療機関・25診療科より得た有効回答）より、食...
	
E．結論
	コロナ禍における肥満傾向の増加は比較的低年齢で顕著で、2021年度もその傾向は持続していた。痩身傾向の増加は思春期以降で顕著で、2021年度もその傾向は持続していた。
	今後、肥満傾向児の割合が高い水準で維持される場合、成人期の肥満症や糖尿病などの増加が懸念される。同様に、重篤な痩せは生命維持が危ぶまれるのはもちろんのこと、痩身は様々な身体機能の障害につながり、超長期的にはフレイルになりやすい可能性がある。小児期の肥満や痩身の状況を引き続きモニタリングを継続することが必要である。また、現在の状況への対策の必要性や今後の感染症流行における小児の健康維持の方策について検討が必要である。
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